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80年以上の歴史的な建物と蔵書
「情報館」で貴重資料の全容が明らかに 

公益財団法人大倉精神文化研究所附属図書館

英語や保育の授業、他部署と連携して
必要な情報と「出会える」図書館

沖縄キリスト教学院図書館

公益財団法人大倉精神文化研究所附属図書館（大倉山記念館）

図書館のブックカバーが面白い！
Jcross コレクションリポート
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80年以上の歴史的な建物と蔵書
「情報館」で貴重資料の全容が明らかに

公益財団法人大倉精神文化研究所附属図書館

横浜市にある公益財団法人大倉精神文化研究所は、1932年、実業家の大倉邦彦氏によって設
立されました。目的は東洋、西洋の文化の良さを学び、人材育成に活用すること。附属図書館
は同時にオープンした精神文化の専門図書館です。開館から80年余り、今も一般公開され、多
くの人に東西の精神文化の貴重な知識を提供しています。

建物は市の指定有形文化財
東急東横線大倉山駅から歩いて数分、木立の中に見えて
くる洋館が、大倉精神文化研究所の建物です（現、横浜市
大倉山記念館）。竣工は1932年。築80年以上たっていると
は思えない美しいギリシャ神殿風の外観が目をひきます。
1991年には横浜市の指定有形文化財にも指定されています。
「建物だけでなく、机やベンチなど、開館当初からある什
器も多くが現役で使われています」
そう教えてくれたのは、大倉精神文化研究所の図書館運
営部長で研究部長も兼務する平井誠二さん。
「図書館で使っている書庫は５層式の積層書架になってい
ます。壁には図書運搬用の電動式リフトが設けられ、湿気
を防ぐ送風装置までありました。当時は最先端設備を備え
た施設だったんです」
大倉邦彦氏が私財を投じて建てたという想いが伝わって
くる図書館です。

10万冊の蔵書には貴重な資料も
建物に入ると右側が
附属図書館になってい
ます。カウンターと閲
覧用のテーブルを設置
した部屋があり、その
奥が書庫。５層のうち
１層目の半分が公開書
庫になっています。
蔵書は、哲学、宗
教、歴史、文学を中心
に約10万冊。６万冊が
一般図書で、そのうち
約２万冊が公開書庫に
配架されています。
残りの４万冊が、附
属図書館が誇る貴重コ
レクション。古文書をはじめとする和装本や研究所の開設
に先立ち昭和初期に欧州で購入された洋書、大倉氏と親交
のあった著名人より寄贈されたものなど、多岐にわたって
います。
インドの文学者、思想家、芸術家であるラビンドラナー
ト・タゴール氏寄贈の「タゴール文庫」159冊、岩波書店
創業者の岩波茂雄氏による寄贈本523冊など、多くの資料
が館内で閲覧できます。
「書庫には蔵書のほかに研究所沿革史資料もあり、その一
部が建物同様、横浜市指定有形文化財に指定されているん
です」
話してくれたのは、附属図書館司書の佐藤多美子さんで

公益財団法人
大倉精神文化研究所附属図書館
〒222-0037
神奈川県横浜市港北区大倉山2-10-1
TEL：045-834-6636（図書館直通）
http://www.okuraken.or.jp/

す。研究所沿革史資料とは、大倉精神文化研究所の設立準
備から今日までの活動記録や寄贈図書目録、事務資料など。
「その中の、建物建設に関わる設計図面、注文書、会計帳
簿などは、80年前の建築を知るうえで貴重な資料とされて
います」
これらの指定文化財に指定された資料も館内で閲覧する
ことができます。

「情報館」導入で利用登録者が２倍に
附属図書館が一般図書にNDC分類を導入したのが1988
年。まずは新規受け入れの公開図書から始め、1995年頃に
は閉架図書にも広げていきました。
「2000年くらいからシステム導入の検討はしてきたのです
が、この図書館にあったシステムにめぐり会えず、なかな
か進みませんでした」と、平井さんは言います。「2012年
に図書館総合展で『情報館』に出会い、詳細に検討して導
入を決意しました」
実際に「情報館」を導入したのは2013年の夏。決め手に
なったのは、コストパフォーマンスのよさとNDC以外の
独自分類が使用できることだと言います。
「一般公開を予定より早めたので、データ入力やシステム

化は大変でしたが、
導入のメリットはす
ぐに実感できまし
た」と、佐藤さん。
「第一にカード管理
では不十分だった蔵
書状況を把握できた
こと。そして、貴重
コレクションのすべての種類と内容も初めて確認できました」
利用しやすくなったことで、利用登録者も２倍に増え、
貴重コレクションの利用も増えたそうです。
そして意外な効果としては、スタッフの意識が変わって
きたと言います。伝統を重んじるだけでなく、「より多く
の人に利用してもらうにはどうしたらよいのか」を一人ひ
とりが提案して行動するようになったとか。
今では図書館のWebサイトからも蔵書検索ができるよ
うになり、いっそう利用しやすくなった附属図書館。研
究所のイベントとも連動して独自の企画展を開催したり、
Twitterで最新情報を流したり、情報発信を積極的に行っ
ています。

基 本 シ ス テ ム ２ 台（ ネ ッ ト ワ ー ク ）、
OPACサービス（プレミアム版）（外部公開）

一般図書約６万冊、貴重コレクション約
４万冊、雑誌860タイトル（約５万冊）、
沿革史資料約７万点
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データは2016年10月現在のものです蔵書検索コーナー

第二閲覧室

貴重コレクション

沿革史資料
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英語や保育の授業、他部署と連携して
必要な情報と「出会える」図書館

沖縄キリスト教学院図書館

沖縄がアメリカの占領下にあった1957年、沖縄キリスト教団によって沖縄キリスト教学院が創
設されました。1972年に沖縄が日本に返還されると、沖縄キリスト教短期大学として認定を
受けています。現在は大学、短大、大学院合わせて900名が在籍しており、キリスト教を建学
の精神とし国際的に活躍できる人材を輩出しています。

建学の精神にのっとった図書館運営
「『キリスト教』『平和』『沖縄』。本学の建学の精神はこの
３つのキーワードからなっています」
沖縄キリスト教学院図書館館長の内間清晴さんが語って
くれました。
「図書館もこの精神にのっとった運営を行なっています。
それを地域に発信するために、図書館主催の講演会を開い
ているんです」
2010年に行われた第１回のテーマは「戦争と教育」。そ
の後、講演会は沖縄戦トラウマによるストレス症候群、三
浦綾子文学、沖縄と憲法など、毎年テーマを変えて開催し
ており、地域の方々には毎回大好評だそうです。
他府県で行われる学会などで大学に行ったときには、で
きるだけ図書館を訪ねるようにしているという内間さん。
「沖縄県内の大学の図書館にはそれぞれ特色があり、本学
は沖縄とキリスト教関連の資料収集に力を入れる必要性を
感じています」

2013年には「貴重書室」を設置。これまで収集してきたキ
リスト教関連の貴重書やコレクションを展示しています。

学科の学習に役立つコーナーを設置
同学院には現在、大学（人文学部英語コミュニケーショ
ン学科）、短大（英語科、保育科）、大学院（異文化コミュ
ニケーション学研究科）があります。所蔵する図書10万冊、
雑誌146タイトルは、各学科で学ぶ内容を反映して、英語
関係、保育・幼児教育関係、キリスト教関係を中心に構成
されています。
「必要なタイミングで、必要な情報と出会える場として、
図書館を利用してほしいと考えています」
そう話してくれたのは、司書の真栄田美奈さん（現在は
キャリア支援課）。
「館内では、学科ごとに役立つコーナーを設置したり、毎
月テーマを決めて図書館フェアを開催したりするなど、学
生の満足度を高める取り組みを行っています」
「英語多読図書コーナー」には、英語コミュニケーション

沖縄キリスト教学院図書館
〒903-0207
沖縄県中頭郡西原町字翁長777
TEL：098-946-1236
http://www.ocjc.ac.jp/library/lib.html

学科や英語科の
授業と連動した
約7000冊、保育
科の学生のため
の「絵本コーナ
ー」 で は、約
3700冊を開架し
ています。
「『日英翻訳図
書コーナー』は学生へのレファレンスをきっかけに設置し
ました。日本語資料とその英訳資料をセットで配架し、学
習で利用しやすくなっています」（真栄田さん）
図書館フェアでも小説フェア、日英翻訳図書フェア、ク
リスマス絵本フェアなどで、学生自身が推薦した図書が手
書きPOPとともに展示されており、学生の声を生かした図
書館づくりが特徴的です。
授業だけでなく、キャリア支援課などの部署との連携も
図書館の大切な役割になっていると、図書課長の仲間末美
さんが教えてくれました。
「『キャリア・資格関連図書コーナー』には就職関連の図
書が開架されている他、就職活動の流れや資格試験のスケ

ジュールなどの掲示も行っています」
学生からの質問に対して、キャリア支援課からのアドバ
イスや図書館からのお勧め図書などが貼り出され、ここも
学生にとっての「出会いの場」となっているようです。

フェアの効果をシステムで確認できる
以前は、図書館フェアはどう活用されたのか確認する間
もなく次のフェアへ、という状態でしたが、「情報館」を
導入して、フェアの検証ができるようになったそうです。
「2015年春の図書フェアでは、184冊の就職・資格関連本
を展示しましたが、その 7割以上が貸し出されていること
がわかりました。いろいろな項目を出力できるよう設定が
できる『情報館』のおかげで、すぐにフェアの効果が確認
できるようになり、授業との連動もより緊密にできるよう
になりました」（真栄田さん）
「学生と近い図書館」というのが、沖縄キリスト教学院図
書館の特徴といえるでしょう。話をうかがった３名も「決
して大きな大学ではないので学生一人ひとりに目が届きや
すい」と口をそろえます。学生との距離を縮め、学生の満
足度を高めるのに、『情報館』も役立っているようです。

基本システム５台、館内用OPAC ２台（ネッ
トワーク）、WebOPAC（外部公開）、CAT 
５台、ILL １台

図書約10万冊、雑誌146タイトル、視聴
覚資料約3,000件
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